
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
な

が
ら
当
協
議
会
で
は
、
前
年
度
に

引
続
き
全
板
連
指
針
と
し
て
の

「
責
任
施
工
制
度
の
更
な
る
普
及
」

を
軸
に
「
建
築
板
金
業
界
の
社
会

的
地
位
確
立
」
に
い
た
る
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
に
向
け
、
各
県
板
相
互
に

緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
き
た
。

な
お
、
当
中
板
協
は
こ
こ
に
め

で
た
く
創
立
二
十
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
六
月

十
三
日
金
沢
市
金
沢
ス
カ
イ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
記
念
式
典
を
盛
大
裡

に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
特
筆
す
る
。

板(1)平成１１年７月１５日 第３４０号
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Ⅱ
協
議
会
構
成
組
合
及
び
組
合
員
数

ｌ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
１
ｊ
ｌ
Ｊ
ｊ

中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会
は

（
会
長
・
宇
野
万
木
男
岐
阜
県
板

理
事
長
）
六
月
二
日
、
福
井
県
板

の
会
場
設
定
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
福
井
駅

近
く
の
「
福
井
厚
生
年
金
会
館
」

に
於
い
て
「
第
二
十
一
回
・
通
常

総
会
」
を
開
催
し
た
。

総
会
に
は
太
平
洋
側
の
四
県
板

と
北
陸
側
の
三
県
板
か
ら
、
代
議

員
三
十
七
人
は
じ
め
、
常
任
理
事
・

理
事
・
監
事
二
十
三
人
が
出
席
。

ま
た
来
賓
に
は
全
板
連
よ
り
臼
井

全
板
迎
理
事
長
、
関
根
全
板
国
保

専
務
理
事
、
鈴
木
年
金
基
金
常
務

理
事
、
篠
原
全
板
興
業
社
長
の
四

氏
が
ご
臨
席
さ
れ
た
。

午
後
一
時
、
地
元
福
井
県
板
・

千
秋
副
理
事
長
の
歓
迎
と
開
会
の

辞
に
続
き
、
宇
野
会
長
は
五
月
二

十
日
に
開
か
れ
た
「
全
国
建
築
板

金
業
者
大
会
」
が
好
評
の
う
ち
に

開
催
で
き
た
事
は
、
中
板
協
各
県

板
関
係
者
の
積
極
的
な
取
組
と
協

力
を
謝
す
と
共
に
、
長
引
く
不
況

.．'ソ．鐸”｡．』2,”.,，ダ.･

豊蕊上
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452

６

乗
り
切
り
に
各
県
板
相
互
に
一
層

の
緊
密
な
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と

挨
拶
さ
れ
た
。
次
に
議
長
を
選
出

し
て
議
事
に
入
り
、
上
程
さ
れ
た

一
号
議
案
。
平
成
十
年
度
事
業
報

告
（
下
記
事
業
報
告
書
参
照
）
と

二
号
議
案
・
平
成
十
年
度
収
支
決

算
書
の
一
括
報
告
と
説
明
の
あ
と

拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
平
成
十
一
年
度
。
事

業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
を
承
認
。

今
年
は
役
員
改
選
年
に
あ
た
り
、

常
任
理
事
・
理
事
・
監
事
を
選
出
し

会
長
に
は
宇
野
会
長
を
再
選
し
た
。

議
事
終
了
の
あ
と
、
来
賓
の
臼

井
全
板
連
理
事
長
は
先
の
全
板
大

会
は
中
板
協
と
岐
阜
県
板
が
総
力

を
挙
げ
た
取
組
の
結
果
が
盛
会
に

つ
な
が
っ
た
と
評
価
さ
れ
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。

ま
た
全
板
連
の
現
状
と
今
後
の

課
題
を
説
明
、
業
界
発
展
に
は

「
自
己
責
任
と
自
助
努
力
」
そ
し
て

価
格
破
壊
に
つ
な
が
る
工
事
価
格

愛知県板金工業組合
発 行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話052-732-1226
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Ｉ
概
況

不
況
と
い
う
言
葉
さ
え
叩
か
食

傷
し
た
戦
後
最
悪
の
経
済
情
勢
は
、

数
々
の
不
祥
事
を
絡
め
た
金
融
機

関
の
破
綻
に
続
き
、
政
府
に
よ
る

多
額
の
公
的
資
金
の
導
入
等
、
建

設
業
界
に
あ
っ
て
も
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
ま
で
相
次
ぐ
倒
産
、
ま
た
企
業

に
お
け
る
設
備
投
資
の
萎
縮
は
無

論
、
深
刻
な
リ
ス
ト
ラ
を
余
儀
な

く
断
行
す
る
な
ど
、
全
期
を
通

し
、
景
気
回
復
の
一
助
に
な
る
よ

う
な
材
料
を
何
一
つ
見
出
せ
な
い

ま
ま
一
年
を
経
過
し
た
。
我
々
建

築
板
金
業
界
と
し
て
も
専
ら
隠
忍
、

個
々
の
自
助
努
力
に
よ
り
辛
う
じ

て
糊
口
を
凌
い
で
い
る
現
況
に
あ

勺
ノ
ノ
グ
グ
〃
グ
グ
グ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
グ
ノ
ノ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
ノ
ノ
ノ
グ
ノ
ノ
ノ
グ
ノ
ノ
ノ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
ノ
グ
ノ
グ
グ
ノ
ノ
ノ
ノ
メ

ー
一
半
成
加
年
度
事
業
報
告
室
冒
一

自
平
成
加
年
３
月
１
日
李

至
平
成
ｎ
年
２
月
鍋
日
一

／
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
ノ
ノ
ノ
グ
グ
グ
ノ
ノ
グ
ノ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
ノ
グ
ら

の
過
剰
な
値
下
げ
押
付
け
な
ど
に

は
、
業
界
あ
げ
て
早
期
に
対
処
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全

板
連
も
関
係
官
庁
へ
の
働
き
掛
け

に
努
力
す
る
と
挨
拶
の
あ
と
、
五

期
十
年
つ
と
め
た
全
板
迎
理
事
長

職
を
今
期
で
退
任
を
表
明
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
協
力
に
お
礼
を
述
べ

ら
れ
た
。

全
板
国
保
の
関
根
専
務
は
国
保

組
合
の
現
状
と
健
康
管
理
等
の
助

成
金
の
増
額
、
保
険
料
の
据
え
置

き
と
国
保
加
入
者
増
進
を
説
明
。

国
民
年
金
基
金
か
ら
は
老
後
の

生
活
設
計
、
保
険
料
の
損
金
勘
定

に
な
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
一
層
の
加

入
促
進
を
呼
び
掛
け
た
。

全
板
興
業
・
篠
原
社
長
か
ら
は

全
板
大
会
に
大
会
費
納
入
し
て
参

加
し
た
登
録
参
加
者
は
三
三
七
四

人
で
、
そ
の
う
ち
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
の
参
加
人
数
は
一
七
五
二
人

で
登
録
全
参
加
者
の
半
数
以
上
で

あ
っ
た
事
が
報
告
さ
れ
た
。

▲中板協総会

４

３

蕊蕊

愛

蕊 ま
た
そ
の
他
の
参
加
者
も
入
れ

る
と
五
千
人
を
上
回
っ
た
と
推
計

さ
れ
る
。

総
会
終
了
の
後
、
懇
親
会
を
開

き
遠
路
出
席
し
た
七
県
板
の
仲
間

同
志
が
杯
を
挙
げ
語
り
あ
い
和
や

か
な
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
っ
た
。

愛
知
県
板
か
ら
は
、
理
事
・
代

議
員
合
わ
せ
て
八
人
が
出
席
し
た
。⑧

中
板
協
・
活
動
目
標

伽
全
板
連
の
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
に
向
け
、
そ
の
啓
蒙
普

及
に
努
め
る
。

②
責
任
施
工
制
度
の
引
続

き
普
及
推
進
。

③
関
連
行
政
、
関
連
業
界

の
情
報
等
を
収
集
し
、
逐

一
組
合
員
に
提
供
。

叫
全
板
国
保
、
全
板
年
金

基
金
へ
の
加
入
促
進
。

⑤
そ
の
他
当
協
議
会
と
し

て
目
的
達
成
の
た
め
の
必

要
事
業
。

羅
戦

▲中板協各県板理事長

８

８

会員組合名

静岡県

板金工業組合

愛知県

板金工業組合

二重県

板金工業組合

井 県

板金工業組合

石｣|：県

板金工業組合

富山県

板金工業組合

岐阜県

板金工業組合

合計

平10.2.28

870

809

325

359

350

594

460

3.767

平二.2.28

840

802

32ユ

352

338

586

3,691

代議員数

3７
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騒
騨
悶
詩
霞
『

知
多
支
部
は
恒
例
の
如
く
、
去

る
６
月
３
日
附
剛
１
時
卯
分
よ

り
、
日
赤
の
献
血
車
の
到
着
を
待

ち
、
日
頃
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
、
半
田
市
の
㈱
武
豊
屋
、
社

長
様
の
ご
好
意
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
理

解
あ
る
参
加
者
も
多
く
、
最
近
は

特
に
夫
婦
同
伴
の
方
々
も
多
く
、

会
場
に
一
輪
の
花
が
咲
い
た
様

な
、
雰
囲
気
の
中
で
流
れ
作
業
は

続
く
。参

加
者
に
は
洩
れ
な
く
粗
品
を

用
意
し
一
人
一
人
に
贈
呈
、
大
い

に
喜
ば
れ
好
評
を
得
た
。
今
回
の

献
血
提
供
者
は
仙
匪
の
採
血
に
ご

協
力
を
頂
き
、
最
近
は
特
に
若
年

層
の
参
加
者
も
目
立
ち
、
献
血
へ

の
重
要
性
の
認
識
も
深
ま
っ
た
よ

う
な
感
じ
を
得
た
。
今
回
の
開
催

も
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
盛
況

の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。
次
年
度
も

更
な
る
飛
躍
の
も
と
、
永
遠
に
灯

を
消
す
こ
と
な
く
、
続
け
て
欲
し

い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

鶏識鍵

認
訟

も
の
で
あ
る
。
何
度
と
な
く
厨
房

で
鍋
を
振
る
彼
の
姿
を
眼
に
し
て

き
た
が
、
職
人
た
る
コ
ッ
ク
の
素
晴

ら
し
さ
に
斑
か
さ
れ
た
。
鍋
を
振

る
素
早
さ
、
調
味
料
を
加
え
る
タ

イ
ミ
ン
グ
、
年
期
と
勘
と
彼
の
も

つ
器
用
さ
が
作
り
出
す
秀
太
湖
の

味
。
是
非
、
近
く
へ
立
ち
寄
る
折

り
は
、
一
度
、
御
賞
味
の
程
を
／

ギ
ョ
ー
ザ
は
、
ま
さ
に
絶
品
／

所
在
地
岩
倉
市
川
井
町
浮
田

（
西
側
に
石
塚
硝
子
工
場
有
）

営
業
Ｐ
Ｍ
５
時
～
Ａ
Ｍ
２
時

休
日
毎
週
火
曜
第
３
火
、
水

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
７

６
６
１
６
３
３
３

岡
崎
中
西

岩
倉
秀
太
湖

「
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

献
血
。
」

沼
樺

参謀総撫韓騨議

あ
る
日
突
然
十
年
前
に
建
て
た

施
主
か
ら
「
家
が
傾
い
た
か
ら
無

料
で
建
て
直
せ
」
と
要
求
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
法
律
が
今
月
の
六

月
十
五
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
可

決
、
成
立
。
一
年
以
内
に
施
行
さ

れ
る
。
法
律
の
名
は
「
住
宅
品
質

確
保
促
進
法
」
で
３
つ
の
項
目
は

「
性
能
表
示
」
「
暇
祇
保
証
」
と
そ

の
実
行
性
を
確
保
す
る
意
味
で
の

「
紛
争
処
理
」
で
す
。

「
性
能
表
示
（
保
証
）
」
は
任
意

の
制
度
で
す
が
「
暇
庇
保
証
（
十

年
保
証
）
」
は
義
務
で
す
の
で
そ

の
違
い
を
明
確
に
認
識
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
暇
祇
保
証
」

は
十
年
で
雨
漏
り
も
入
り
ま
す
。

事
故
例
で
一
番
件
数
が
多
い
の
も

雨
漏
り
だ
そ
う
で
す
。

工
務
店
が
意
志
表
示
す
る
わ
け

で
す
が
、
傘
下
の
業
者
に
資
格
の

提
示
を
求
め
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ユ
ー
ザ
ー
は
「
性
能
表
示
」
で
き

る
工
務
店
と
で
き
な
い
工
務
店
で

は
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
目
に
み
え

て
い
る
。

民
間
機
関
で
あ
る
「
指
定
住
宅

性
能
評
価
機
関
」
が
各
段
階
で
審

査
、
性
能
評
価
を
行
い
、
「
性
能

評
価
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
保
険

に
よ
り
補
修
費
用
の
八
割
が
出

る
。

表
示
住
宅
は
、
一
局
性
能
住
宅
の

お
墨
付
き
、
紛
争
処
理
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
付
き
と
な
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー

が
選
ば
ぬ
わ
け
は
な
い
。

蕊
蕊

gごＴ

１
１
＃

無
く
な
る
訳
で
す
か
ら
我
々
も

「
ど
う
し
た
ら
い
い
」
か
ら
「
ど

う
に
か
し
な
け
れ
ば
」
に
進
む
し

か
な
い
。
折
り
し
も
六
月
二
十
六

日
の
中
日
新
聞
の
三
十
五
面
に
愛

知
・
桃
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
地

盤
沈
下
四
軒
建
て
直
し
」
と
あ
る
。

「
住
宅
性
能
表
示
」
で
契
約
す
れ

ば
無
条
件
で
建
て
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
回
の
場
合
は
っ
き

り
言
え
な
い
が
「
住
宅
性
能
表
示
」

契
約
し
て
も
多
分
、
地
盤
改
良
不

足
で
工
務
店
の
自
腹
と
な
る
可
能

性
が
高
い
。

こ
の
法
律
が
い
か
に
「
消
費
者

保
護
」
「
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ

と
視
点
を
移
す
」
「
決
め
ら
れ
た

岩
倉
市
を
南
北
に
走
る
名
草
線

（
県
道
的
号
）
沿
い
に
、
私
の
古

い
友
人
が
経
営
す
る
、
中
華
料
理

「
秀
太
湖
」
が
あ
る
。
生
ま
れ
は

岡
崎
で
す
が
、
豊
田
、
名
古
屋
で

修
業
し
、
釦
代
半
ば
で
独
立
、
飛

島
村
の
貸
し
店
舗
で
店
を
始
め
た
。

屋
号
「
秀
太
湖
」
は
そ
の
時
以
来

の
店
名
で
あ
る
。
奥
さ
ん
は
小
柄

な
台
湾
美
人
、
秀
太
湖
の
秀
は
奥

さ
ん
の
旧
姓
か
ら
付
け
た
そ
う
で

あ
る
。平

成
８
年
３
月
、
こ
こ
岩
倉
に

自
分
の
店
と
し
て
の
「
秀
太
湖
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
色
白
で
五
木

ひ
ろ
し
似
の
主
人
で
あ
る
が
、
彼

の
腕
と
手
は
、
ま
さ
に
職
人
そ
の

・
・
：
；
§
蔚
苛
錫
埴
．
，
‘
．
・
酌
．
‘
土
シ
“
、
、
．
”
ギ
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．
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も
Ｊ
鼻
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￥
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‘
牝
‘
．
恥
・
釦
Ｊ
・
発
電
．
‘
・
〉
ョ
．
・
・
・
・

住
宅
謡
性
Ｈ
能
率
（
表
示

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
す
で

に
準
備
Ｏ
Ｋ
と
見
て
良
い
。
今
後

新
聞
、
雑
誌
は
大
い
に
取
り
上
げ

る
だ
ろ
う
。
地
場
の
工
務
店
は
よ

ほ
ど
勉
強
し
な
い
と
つ
い
て
い
け

な
い
。
ク
レ
ー
ム
対
応
が
遅
か
っ

た
り
す
こ
し
悪
い
と
裁
判
に
な
り

か
ね
な
い
。

責
任
保
証
制
度
が
雨
樋
は
五

年
、
屋
根
・
壁
は
十
年
で
保
険
料

は
そ
の
ま
ま
に
平
成
十
一
年
四
月

一
日
よ
り
な
り
ま
し
た
が
我
々
が

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
あ
く

ま
で
も
技
術
保
証
で
、
製
品
で
十

年
保
証
で
き
る
物
は
無
い
と
考
え

て
仕
事
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
大

同
鋼
板
の
タ
イ
マ
カ
ラ
ー
Ｇ
Ｌ

（
我
社
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
ば
か
り
）

が
保
証
す
る
の
は
塗
膜
保
証
で
ナ

シ
ョ
ナ
ル
が
出
し
た
十
年
保
証
の

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
コ
ー
キ
ン
グ
は

も
ち
ろ
ん
タ
ッ
チ
ァ
ッ
プ
の
補
修

液
も
認
め
て
い
な
い
。
皆
で
知
恵

を
出
し
合
う
ほ
か
な
い
で
す
。
早

く
し
な
い
と
時
間
が
な
い
。

今
後
は
図
面
、
写
真
、
作
業
日

報
、
契
約
書
、
保
証
書
等
フ
ァ
イ

ル
を
作
成
し
十
年
間
保
管
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
変
更
が
あ
れ
ば

書
面
に
て
確
認
し
あ
う
こ
と
や
保

証
で
き
な
い
要
望
に
よ
ほ
ど
説
明

で
き
な
い
限
り
ユ
ー
ザ
ー
や
工
務

店
は
納
得
し
な
い
。
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
と
同
じ
土
俵
に
上
が
る

に
は
地
場
の
工
務
店
も
「
住
宅
性

能
表
示
」
を
し
な
け
れ
ば
仕
事
が

雛
便
献
血
の
会
場

灘
翰

蕊
篭

&qやｈ､

茜ｉｆ

露

蕊

事
は
守
ら
せ
る
」
と
い
う
の
が
わ

か
る
。
我
々
が
欠
陥
住
宅
を
買
わ

さ
れ
た
人
達
の
悲
鳴
や
何
十
年
と

支
払
う
ひ
と
た
ち
の
声
を
無
視
し

た
し
っ
ぺ
返
し
か
も
し
れ
な
い
。

。
「
暇
疲
」
キ
ズ
、
欠
点
、
法
律

ま
た
は
当
事
者
の
予
期
す
る
よ
う

な
状
態
や
性
質
の
欠
け
て
い
る
こ

と
。
例
え
ば
、
他
人
の
詐
欺
ま
た

は
脅
迫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
意
志

表
示
を
暇
柾
あ
る
意
志
表
示
と
い

う
。
（
広
辞
苑
）
よ
り

愛

家
は
作
業
者
が
造
っ
て
は
な
ら

な
い
住
む
人
が
創
る
も
の
で
あ
る
。

東
三
吉
田



号調

板(3)平成１１年７月１５日 第３４０号

鱗

省
儲
夙
■
】
ｑ
”
恥
■
や
■
酬
凸
》
‐
鍋
も
恥
‐
０
挑
牟
勺
■
・
唾
詐
い
■
即
い
、
肝
空
く
■
輪
軸
専
小
《
の
《
Ｂ
ク

始
め
に
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
第
二
十
六
回
最
終
回

で
㈱
吉
田
商
店
を
紹
介
し
た
が
代

表
取
締
役
社
長
の
吉
田
社
長
顔
写

真
の
名
前
が
間
巡
っ
て
い
た
の
で

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正

し
く
は
「
吉
田
勝
彦
」
氏
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
八
年
八
月
か
ら
日
頃
私
た

ち
が
材
料
の
仕
入
れ
で
大
変
ご
無

理
を
言
っ
て
い
る
愛
知
県
亜
鉛
鉄

板
問
屋
会
会
員
会
社
を
紹
介
し
て

き
た
。
連
載
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

た
が
、
六
月
号
と
新
年
号
は
総
代

会
と
新
年
挨
拶
が
あ
り
紙
面
が
埋

ま
る
た
め
一
年
九
社
の
紹
介
で
今

年
五
月
ま
で
足
か
け
四
年
を
か
け

て
紹
介
し
た
。

問
屋
会
会
員
の
中
で
も
事
業
内

容
に
違
い
が
あ
る
た
め
公
平
を
図

る
必
要
上
、
当
初
は
紹
介
紙
面
を

一
段
十
文
字
四
十
一
行
四
段
と
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
九
年
九
月
か

ら
は
「
愛
板
」
紙
面
の
改
革
で
一

段
十
三
文
字
三
十
七
行
三
段
と
な

り
第
一
一
一
面
で
紹
介
し
た
。

褐
戦
す
る
に
あ
た
り
問
屋
さ
ん

か
ら
会
社
案
内
の
資
料
を
い
た
だ

い
た
り
会
社
の
概
要
を
箇
条
書
き

で
い
た
だ
き
整
理
し
て
会
社
概
要

を
掲
載
し
た
。

書
き
出
し
の
会
社
の
発
祥
や
会

社
の
経
緯
に
つ
い
て
は
素
人
記
者

再
三
一
蕊
蝋
蕊
織
雛
蕊
蕊

ヂ
ザ
や
４
》
・
》
、
甲
Ｆ
ｐ
》
ｂ
Ｐ
ひ
ゆ
》
や
。
全
’
ず
》
’
ｑ
■
ｑ
ザ
Ｆ
》
ザ
》
Ｌ
Ｌ
，
“
ザ
画
・
》
》
和
踊
甥
子
〃
￥
ｑ
Ａ
Ｌ
４
曲
’
輪
由
酔
・
や
屯
予

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

ず
告
哩
型
，
雷
毒
寛
晶
群
や
茸
》
ｄ
》
・
訟
膏
□
・
一
寺
・
グ
》
》
や
》
》
・
』
吉
》
・
空
ロ
）
ｆ
汽
奈
畠
浬
．
》
許
安
誼
》
．
ア
ロ
》
》
・
画
一
唖
器
理

・
盛
。
《
擁
群
、
年
少
碑
ザ
ム
ー
へ
酷
，
（
昭
０
Ｆ
毎
歩
《
鋸
強
《
・
品
へ
坐
唖
〃
〈
ず
、
金
箔
ｂ
望
‐
》
〈
少
《
匙
ロ
全
帰
子
、

鳶蜂

!;鴬
》

》
・
》

鵠
。
‐
恥
‘
弘
ロ
Ｄ
〈
》
器
．
由
り
⑱
一
噸
Ｄ
軒
号
群
￥
‘
ｒ
窟
ｂ
『
銑
〆
《
“
・
跳
踊
ハ
マ
叫
韓
‘
毎
‘
”
鵠
Ｊ
ｑ
ｏ
，
明
・
貼
騎
．
蝿

の
私
が
調
査
－
）
た
り
い
ろ
い
ろ
な

方
面
か
ら
そ
の
会
社
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
り
し
て
紹
介
し
た
。
早

く
か
ら
資
料
を
い
た
だ
き
な
が
ら

書
き
出
し
が
う
ま
く
ま
と
ま
ら
ず

締
切
ま
で
に
書
け
ず
夜
な
か
な
か

眠
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
。
原
稿
を
書
き
終
え
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
当
事
会
社
に
送
り
社
長
に
目
を

通
し
て
い
た
だ
き
承
諾
を
得
て
か

ら
毎
月
二
十
六
日
前
後
の
編
集
委

員
会
に
提
出
、
印
刷
会
社
の
ゲ
ラ

刷
り
の
あ
と
校
正
を
経
て
翌
月
十

五
日
の
発
行
と
な
る
。

紙
面
に
制
約
が
あ
る
た
め
、
ど

の
会
社
も
十
分
に
紹
介
で
き
な
か
っ

た
事
は
こ
の
紙
面
で
お
詫
び
し
た

い
。
し
か
し
、
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板

問
屋
会
会
員
会
社
二
十
六
社
の
全

会
員
会
社
を
紹
介
で
き
た
の
は
各

問
屋
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
た
め

で
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

問
屋
会
会
社
が
ど
の
よ
う
に
し

て
問
屋
に
な
っ
て
会
社
を
設
立
し

て
い
っ
た
か
を
紹
介
し
た
。

鍛
治
屋
か
ら
金
物
屋
に
な
り
問

屋
に
な
っ
た
り
、
ブ
リ
キ
屋
や
板

金
工
作
所
か
ら
問
屋
に
変
革
し
た

会
社
も
何
社
か
あ
る
。
そ
の
問
屋

さ
ん
も
最
近
は
鋼
材
屋
に
変
身
す

る
会
社
も
で
て
き
た
り
事
業
を
多

角
経
営
に
広
げ
て
い
る
会
社
も
あ

『
〆
》
◎

｜
曲
《
“
ｒ
“
。

…
…織驚蕊

近
年
、
年
間
住
宅
着
工
戸
数
も

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鉄
鋼
二

次
製
品
の
売
り
上
げ
に
占
め
る
割

合
も
の
び
て
い
な
い
と
お
聞
き
す

る
。
重
量
の
あ
る
鋼
材
を
扱
っ
て

い
た
方
が
よ
り
多
く
の
売
り
上
げ

が
得
ら
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

鉄
鋼
二
次
製
品
以
外
で
は
情
報

通
信
の
部
門
を
新
設
し
た
り
、
防

水
工
事
部
門
を
開
設
し
て
い
る
会

社
も
あ
る
。
ま
た
、
成
型
加
工
も

屋
根
材
や
長
尺
外
壁
材
以
外
に
自

社
開
発
の
シ
ー
リ
ン
グ
を
使
用
し

な
い
パ
ネ
ル
エ
法
を
考
案
、
施
工

も
行
っ
て
い
る
会
社
も
あ
る
。

い
ま
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
住

宅
展
示
場
が
あ
ち
こ
ち
に
出
来
、

一
般
の
人
も
住
宅
に
つ
い
て
の
知

識
を
私
た
ち
よ
り
よ
く
勉
強
し
て

い
る
。
バ
ブ
ル
の
頃
に
新
築
し
た

住
宅
も
リ
フ
ォ
ー
ム
の
時
期
を
迎

え
て
い
て
外
壁
や
雨
樋
を
新
し
く

す
る
住
宅
が
目
立
っ
て
い
る
。
問

屋
さ
ん
も
市
場
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

商
品
を
い
ち
早
く
取
り
扱
い
板
金

業
界
へ
供
給
し
て
ほ
し
い
。

私
た
ち
板
金
店
が
新
築
住
宅
の

板
金
工
事
を
請
け
負
う
時
、
占
め

る
割
合
は
少
し
前
ま
で
は
総
金
額

の
五
％
と
言
わ
れ
て
い
た
が
最
近

は
金
属
工
事
も
随
分
少
な
く
な
り

窯
業
系
の
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
や
平
板

ス
レ
ー
ト
瓦
（
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
）

議
瀞
謬
県
板
事
務
局
夏
期
休
暇
典
典
幾

日
頃
は
、
組
合
事
業
に
ご
協
力
を
賜
り
有
ｈ
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
板
事
務
局
は
、
８
月
Ⅲ
日
附
～
８
月
肥
日
㈲
ま
で
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
連
絡
事
項
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
岬
Ｉ
唖
－
１
７
３
３

織驚蕊

詫
蝿

な
ど
を
施
工
し
な
い
と
請
負
金
額

が
ぐ
っ
と
少
な
く
な
る
。

近
年
、
雨
樋
は
軒
先
ラ
イ
ン
の

シ
ャ
ー
プ
な
塩
ビ
製
の
樋
に
な
り

カ
ラ
ー
鉄
板
も
耐
摩
塗
装
や
ガ
ル

バ
リ
ュ
ウ
ム
鋼
板
や
カ
ラ
ー
ス
テ

ン
レ
ス
も
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
設
計
に
も
よ
る
が
指

定
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
よ
り
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
の
商
品
を
薦
め
施
工

す
る
こ
と
に
よ
り
請
負
金
額
を
大

き
く
し
て
利
益
率
も
合
わ
せ
て
上

げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

私
の
十
五
年
前
の
見
積
書
を
調

べ
て
み
た
。
現
在
の
工
事
単
価
と

十
五
年
前
と
全
く
同
じ
単
価
で
見

積
も
っ
て
い
る
。
仕
入
れ
材
料
で

見
る
と
雨
樋
も
カ
ラ
ー
鉄
板
も
、

あ
た
り
八
十
円
か
ら
百
円
ぐ
ら
い

の
値
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
な
ど
は
値

段
が
下
が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も

苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

が
問
屋
さ
ん
も
厳
し
い
時
代
の
よ

う
で
あ
る
。
建
築
業
界
そ
の
も
の

が
値
下
げ
値
下
げ
で
下
請
け
業
者

を
絞
め
て
き
て
い
る
現
状
で
は
材

料
仕
入
れ
を
少
し
で
も
安
く
仕
入

れ
な
い
こ
と
に
は
利
益
を
上
げ
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
今
後
と
も
良

き
相
談
相
手
で
あ
り
良
き
理
解
者

で
お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
た
い
。

広
報
委
員
鷲
見
収

晦
:蕊
|､爵

】
蕊

工
の
新
商
品
の
説
明
を
行
な
っ

た
。

講
演
で
は
、
住
宅
着
工
数

が
い
ま
だ
少
な
い
事
、
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ
ア
が
増

大
し
て
い
る
事
。
住
宅
を
建

て
る
に
は
多
く
の
職
種
の
職

人
が
か
か
わ
る
が
、
今
後
は

幾
つ
か
の
職
種
を
兼
ね
る
職

人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
職
種
を
兼
任
す
る
事

で
業
者
が
少
な
く
な
り
、
工

期
が
安
定
す
る
事
。
雨
漏
り

し
た
場
合
責
任
が
屋
根
屋
か

板
金
屋
か
、
両
方
兼
任
し
て

い
れ
ば
責
任
が
は
っ
き
り
す

る
な
ど
兼
任
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
の
事
。
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
施
工
｛
〃
法
が
そ
う
で
、

段
取
り
が
良
く
な
る
事
で
工

費
節
約
に
な
る
そ
う
だ
が
、

多
く
の
職
種
を
こ
な
す
に
は

施
工
が
簡
単
に
な
る
と
か
、

西
尾
支
部
は
６
月
９
日
、
午
後

６
時
半
、
平
坂
の
西
尾
勤
労
会
館

２
階
で
青
年
部
の
主
催
、
富
士
商

店
共
催
で
松
下
電
工
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
「
ワ
ン
グ
・
セ
ラ
」
の
勉
強
会

を
行
っ
た
。
参
加
者
は
青
年
部
員

と
親
組
合
の
有
志
の
妬
名
。
富
士

商
店
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
弁

当
を
食
べ
て
か
ら
、
松
下
電
工
さ

ん
に
よ
る
建
築
業
界
の
現
状
や
傾

向
に
つ
い
て
の
講
演
と
、
松
下
電

新
製
品

「
ワ
ン
グ
。
セ
ラ
」
の
勉
強
会

西
尾
支
新
青
年
部

雛
蕊 ;,職蕊

鴬灘

灘

愛

§§

､迂旬凸~１１距唾小ご牛I虹旦

…
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q鉾奔P丹羊

i鱗i;：
回

琴
・
餌
．
ｂ
■
圃
目
Ｆ
Ｂ
傍
噌
酢
。
、

傍
商
品
説
明
を
す
る

松
下
電
工
牧
野
六
シ
己
氏

蕊欝
竃

し
新
製
品
「
ワ
ン
グ
・
セ
ラ
」

職
人
の
修
業
期
間
が
長
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

商
品
説
明
で
は
サ
イ
ジ
ン
グ
、

樋
、
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
等
屋
根
商
品

の
新
し
い
高
級
商
品
の
説
明
。
ワ

ン
グ
・
セ
ラ
は
厚
み
過
ミ
リ
の
平

板
瓦
と
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
の
中
間
と

言
う
か
、
形
は
平
板
瓦
で
カ
ラ
ー

ベ
ス
ト
と
同
じ
葺
き
方
の
商
品
で

あ
る
。

西
尾
大
橋



の
に
言
い
訳
の
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
、
少
々
雨
漏
り
の
す
る
テ
ン
ト

に
あ
ち
こ
ち
輪
が
で
き
、
朝
飯
と

も
昼
飯
と
も
い
え
ぬ
時
間
に
焼
き

肉
、
焼
き
そ
ば
へ
ア
ル
コ
ー
ル
、

胃
腸
が
少
し
驚
い
た
か
な
：
…
．

午
前
十
時
頃
に
は
雨
も
上
が
り

青
年
部
は
お
子
さ
ま
相
手
に
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

調
理
係
り
の
奥
様
、
事
務
局
は
汗

だ
く
雨
だ
く
で
大
変
で
し
た
ね
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
来
年

は
晴
れ
た
日
に
な
り
ま
す
よ
う
に

祈
念
し
つ
つ
…
六
月
二
十
日
口
小

雨
後
曇
り
、
出
席
者
約
百
五
十

板第３４０号 平成１１年７月１５日（４）

津
島
支
部

５
日
定
例
会
６
名

岩
倉
支
部

皿
日
月
例
会
・
会
費
等
集

金
４
名

江
南
支
部

過
日
月
例
役
員
会
５
名

西
三
板
金
連
合
会

旧
日
四
役
会
議
８
名

講
習
会
開
催
に
つ
い

て

碧
南
支
部

調
日
青
年
部
勉
強
会
、
名

県
板
青
年
部
加
年
の

歩
み
に
つ
い
て

刈
谷
支
部

７
日
講
習
会
（
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
及
び
ダ
ク
ト
）ｎ

名

西
尾
支
部

９
日
青
年
部
勉
強
会
弱
名

今
年
の
全
板
大
会
は
隣
県
の
岐

阜
な
の
で
、
毎
年
四
月
の
支
部
総

会
を
今
回
は
全
板
大
会
と
同
日
に

し
、
我
々
雄
鳥
支
部
は
支
部
コ
ー

ス
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
も
あ
が

り
朝
か
ら
和
や
か
な
五
月
晴
れ
と

な
っ
た
。
ま
た
平
日
と
あ
っ
て
、

参
加
者
は
十
一
名
、
朝
九
時
に
支

部
長
の
会
社
に
集
合
、
車
二
台
で

出
発
。
約
一
時
間
程
で
岐
阜
市
内

を
通
り
抜
け
長
良
川
に
出
る
と
、

対
岸
に
会
場
の
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ｉ
の
ド
ー
ム
と
、
隣
接
す
る
球

場
や
競
技
場
が
目
に
は
い
っ
て
き

た
。
会
場
に
着
く
と
既
に
屋
内
駐

車
場
は
、
地
元
や
他
県
の
車
で
満

車
に
近
い
状
態
だ
っ
た
。

駐
車
場
を
出
て
ド
ー
ム
手
前
に

は
各
メ
ー
カ
ー
の
展
示
、
販
売
が

賑
わ
っ
て
お
り
、
工
具
や
機
械
の

説
明
を
聞
き
い
っ
て
い
る
参
加
者

で
場
所
狭
し
と
通
路
が
埋
め
つ
く

さ
れ
て
い
た
。
中
に
は
缶
ビ
ー
ル

片
手
に
値
段
交
渉
す
る
人
も
あ
れ

ば
腕
を
組
み
真
剣
に
買
う
べ
き
か

悩
ん
で
い
る
人
も
い
た
。
私
も
各

メ
ー
カ
ー
の
資
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
手
に
会
場
を
見
学
し
た
が
、

ハ
サ
ミ
で
は
、
何
万
円
も
す
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
数
種
類
ま
と
め
て

愛

全
板
大
会
に
参
加

及
び
支
部
総
会

支
部
だ
よ
り

ｌ
東
三
支
部
地
引
網
大
会
Ｉ

塾驚譲

何
千
円
と
値
打
ち
物
が
あ
り
、
高

い
額
を
出
し
て
大
事
に
使
う
か
、

安
い
物
を
使
い
回
す
か
、
人
そ
れ

ぞ
れ
の
性
格
の
違
い
が
で
て
い
た

よ
う
だ
。
不
況
の
せ
い
か
や
は
り

安
い
物
の
方
が
盛
況
だ
っ
た
よ
う

だ
。
近
年
で
は
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

に
か
か
わ
る
商
品
が
増
え
、
屋
根

に
し
て
も
古
い
屋
根
を
は
が
さ
ず

手
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
そ
の

上
か
ら
葺
せ
る
施
工
方
法
が
目
に

つ
い
た
よ
う
に
思
え
た
。
そ
の
後

一
旦
集
合
し
、
会
場
の
外
に
出
て

昼
食
を
と
っ
た
後
再
び
会
場
に
も

ど
り
各
々
が
値
段
交
渉
や
見
学
を

し
、
三
時
頃
に
会
場
を
後
に
し
た
。

帰
り
の
車
中
は
疲
れ
や
、
陽
気
の

せ
い
か
運
転
者
に
は
申
し
訳
な
い

が
ほ
と
ん
ど
の
人
の
目
が
と
じ
て

い
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
支
部
総
会
会
場
に
入
り
、

こ
こ
か
ら
、
仕
事
等
で
大
会
に
欠

席
し
た
組
員
二
人
が
加
わ
り
、
総

会
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
前
年
度
の

支
部
会
計
報
告
、
役
員
選
任
の
件

の
後
、
新
役
員
に
よ
る
乾
杯
で
酒

宴
が
始
ま
っ
た
。
や
は
り
話
の
内

容
は
大
会
の
事
が
中
心
と
な
り
次

回
の
横
浜
大
会
も
本
年
度
の
親
睦

旅
行
を
繰
り
越
し
て
来
年
度
の
全

板
大
会
に
あ
わ
せ
て
参
加
す
る
か

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で
盛
り
あ

が
り
、
最
後
は
津
島
支
部
並
び
に

板
金
業
界
の
発
展
を
願
っ
て
万
歳

三
唱
で
本
年
度
支
部
総
会
を
終
え

た
。

津
島
猪
飼

璃可騨謎も

塞
醇

昭
和
支
部

８
日
支
部
会
ｕ
名

熱
田
南
支
部

５
日
青
年
部
会
合

岨
日
定
例
会

中
支
部

５
日
常
会
・
食
事
会
廻
名

尾
張
板
金
連
合
会

過
日
理
事
会

ボ
ー
リ
ン
グ
・
工
場

見
学
に
つ
い
て

一
宮
支
部

肥
日
定
例
役
員
会
Ⅳ
名

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
賜
名

加
日
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

哩
名

鯛
日
役
員
会
４
名

六
月
二
十
五
日
圏
雨

三
四
○
号
編
集
会
議

委
員
９
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
③

毎
年
の
事
な
が
ら
、
こ
れ
を
や

ら
な
い
と
新
期
に
な
ら
な
い
の
が

恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
地
引
網
大

会
」
本
年
は
役
員
改
正
で
七
月
に

な
り
ま
し
た
が
組
合
活
動
の
四
大

事
業
（
総
会
、
新
年
会
、
旅
行
、

家
族
会
）
の
一
つ
。
組
合
員
の
家

族
同
伴
で
楽
し
め
れ
る
の
は
こ
の

会
の
み
、
大
勢
の
方
々
が
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
。
年
一
回
の
催
し

が
盛
り
上
が
ら
な
い
わ
け
が
な
い

の
に
水
を
さ
し
た
雨
。
小
生
は
現

着
八
時
「
今
日
は
網
は
で
ん
で
や
、

ま
あ
一
本
や
れ
」
〃
プ
シ
ュ
ー
”

残
念
会
じ
ゃ
ガ
ン
パ
ー
イ
、
飲
む

圃
一
園
固
一
国

６
月
各
支
部
の
動
き

総
代
会
も
終
り
、
平
成
十
一
年

度
の
愛
知
県
板
組
合
事
業
を
担
当

す
る
各
委
員
会
は
新
年
度
の
活
動

に
入
る
態
勢
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

す
で
に
保
証
委
員
会
・
技
研
委
員

会
は
窯
業
系
外
壁
材
技
術
講
習
の

準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
三
役
会
を
開

き
事
務
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
前
期

の
活
動
状
況
と
成
果
、
委
員
の
出

欠
記
録
と
新
年
度
の
各
委
員
会
体

制
を
検
討
し
た
。
各
委
員
会
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
と
性
格
が
あ
り

広
報
委
員
会
の
年
間
十
一
回
開
催

を
は
じ
め
、
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
行
う
事
業
に
ま
と
ま
る
技
能

委
員
会
、
県
板
の
方
向
性
を
握
る

総
務
委
員
会
、
組
合
員
の
健
康
と

福
利
を
司
る
厚
生
委
員
会
、
な
ど

年
間
、
三
回
か
ら
四
回
開
か
れ
て

い
る
が
一
部
の
委
員
会
に
停
滞
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
責
任
者
の

委
員
会
活
動
の
意
味
と
意
欲
不
足

が
有
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
委
員

の
出
欠
に
付
い
て
、
ど
の
委
員
会

に
も
先
期
の
二
年
間
一
度
も
出
席

し
て
い
な
い
委
員
も
あ
り
、
県
板

委
員
会
の
委
員
と
し
て
の
「
委
嘱

状
」
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
推
薦
が
有

る
だ
け
に
、
責
任
感
、
使
命
感
を

疑
わ
れ
そ
う
だ
。

胆
日
役
員
会
Ⅳ
名

邪
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
皿
名

豊
田
支
部

旭
日
第
３
回
役
員
・
班
長

会
略
名

人
、
渥
美
郡
田
原
町
谷
の
口
海
岸

よ
り
。

東
三
吉
田

２８２０１１

日日日

献
血
活
動
拓
名

定
例
会
記
名

東
板
会
ゴ
ル
フ
大
会

加
名

青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
馴
名

青
年
部
定
例
会
ｎ
名

地
引
網
大
会
酬
名

三
役
会
６
名

▲参加者のみなさん

澱

辱
…
皿 '1蕊蕊識譲

５
日

知
多
支
部

３
日

東
三
支
部

３
日

４
日


